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一　

調
査
目
的

　

女
言
葉
の
一
つ
と
し
て
し
ら
れ
る
女
学
生
こ
と
ば
。
こ
の
言
葉
使
い
は
明
治
時
代

か
ら
高
等
女
学
校
に
通
う
女
学
生
達
の
間
で
使
用
さ
れ
た
独
特
な
言
葉
使
い
で
あ

る
。
現
在
、
実
際
に
使
用
し
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
が
、
小
説
や
漫
画
で
は

未
だ
に
使
用
さ
れ
、
主
に
品
の
あ
る
女
性
の
使
用
す
る
言
葉
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い

る
。

　

本
稿
で
は
、
昭
和
初
期
の
女
学
生
達
を
主
人
公
と
し
た
長
編
小
説
に
お
い
て
、
女

学
生
こ
と
ば
と
い
う
語
の
中
、
文
末
に
立
つ
諸
形
式
が
、
そ
の
発
話
者
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
ど
の
よ
う
な
関
連
が
あ
る
か
調
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

二　

調
査
方
法

　

本
稿
は
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
に
書
か
れ
た
吉
屋
信
子
の
『
わ
す
れ
な
ぐ
さ
』
と
、

一
九
三
七
年（
昭
和
一
二
）に
書
か
れ
た
川
端
康
成
の『
乙
女
の
港
』を
調
査
対
象
と
し
、

両
作
品
の
台
詞
を
老
若
男
女
関
わ
ら
ず
全
て
抜
き
出
し
、そ
れ
ら
を
デ
ー
タ
化
し
た
。

な
お
、
入
力
す
る
際
『
乙
女
の
港
』
は
旧
仮
名
文
字
づ
か
い
か
ら
新
仮
名
づ
か
い
に

直
し
た
。
両
作
品
の
発
話
に
対
し
て
、
中
村
桃
子
氏
の
『「
女
こ
と
ば
」
は
つ
く
ら

れ
る
』、
本
田
和
子
氏
の
『
女
学
生
の
系
譜
―
彩
色
さ
れ
る
明
治
』
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
「
て
よ
」「
だ
わ
」「
の
よ
」「
で
す
わ
」「
ま
す
わ
」「
で
す
ね
」「
ま
す
ね
」「
で

す
の
」「
ま
す
の
」「
で
す
よ
」「
ま
す
よ
」「
こ
と
よ
」
と
い
う
女
学
生
こ
と
ば
の
語

尾
が
含
ま
れ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
ま
た
、
各
登
場
人
物
の
全
台
詞
中
、
そ
れ

ぞ
れ
の
語
を
含
む
台
詞
の
割
合
を
出
現
割
合
と
し
た
。
な
お
今
回
、「
で
す
の
よ
」「
ま

す
の
よ
」
と
い
っ
た
発
言
は
「
の
よ
」
と
「
で
す
の
」「
ま
す
の
」
ど
ち
ら
も
カ
ウ

ン
ト
し
た
。
ま
た
、
文
末
と
な
ら
ず
、
後
に
続
く
場
合
は
対
象
外
と
し
た
。

　

調
査
を
ま
と
め
る
際
に
、
最
も
主
要
な
各
三
人
の
女
学
生
と
、
そ
れ
以
外
の
女
学

生
、
女
学
生
で
は
な
い
他
の
人
々
で
ま
と
め
た
。

　

各
小
説
の
主
要
な
女
学
生
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
付
け
を
す
る
際
、
当
時
流
行
り
の
宝
塚
や
、
映
画
を
好
み
、
お
し
ゃ
れ
を

楽
し
む
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
軟
派
」
と
、
頑
固
で
堅
苦
し
く
、
勉
強
熱
心
な
グ
ル
ー

プ
「
硬
派
」
を
用
い
た
。
ま
た
、
外
交
的
で
あ
り
人
と
よ
り
関
わ
ろ
う
と
す
る
タ
イ

プ
を
「
積
極
的
」、恥
ず
か
し
が
り
、或
い
は
外
交
的
で
は
な
い
タ
イ
プ
を
「
内
向
的
」

と
し
た
。

『
わ
す
れ
な
ぐ
さ
』

牧
子
（
弓
削
牧
子
）
…
「
わ
す
れ
な
ぐ
さ
」
の
主
人
公
。「
個
人
主
義
者
」
で
あ
り

「
無
口
で
風
変
わ
り
」
で
あ
る
。
三
年
生
。「
軟
派
」
と
「
硬
派
」
の
ど
ち
ら
に
も

属
さ
ず
中
立
し
て
い
る
。

陽
子
（
相
庭
陽
子
）
…
「
軟
派
」
の
ト
ッ
プ
。
学
校
以
外
の
稽
古
事
と
し
て
仏
語

と
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
る
。
父
は
実
業
家
で
裕
福
な
家
庭
で
あ
る
。
三
年
生
。「
軟

女
学
生
こ
と
ば
の
文
末
形
式
―
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
関
連
―

菅
　
　
よ
　
し
　
子
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派
」
か
つ
「
積
極
的
」
な
性
格
。

一
枝
（
佐
伯
一
枝
）
…
「
硬
派
」
の
ト
ッ
プ
。「
全
級
一
の
模
範
生
」
で
あ
る
。
未

亡
人
の
母
と
幼
い
弟
妹
と
暮
ら
し
て
い
る
。
三
年
生
。「
硬
派
」
か
つ
「
内
向
的
」

な
性
格
。

『
乙
女
の
港
』

三
千
子
（
大
河
原
三
千
子
）
…
内
気
で
恥
か
し
が
り
屋
。
一
年
生
。
中
立
し
て
お
り

「
内
向
的
」
な
性
格
。

洋
子
（
八
木
洋
子
）
…
成
績
優
秀
・
容
姿
端
麗
で
あ
り
な
が
ら
、
聖
女
の
よ
う
な

優
し
さ
と
正
し
さ
を
備
え
た
人
物
。
五
年
生
。「
硬
派
」
寄
り
で
多
少
「
積
極
的
」

な
性
格
。

克
子
…
活
発
で
積
極
的
。
は
っ
き
り
と
し
た
言
動
を
す
る
人
物
。
き
つ
い
性
格
。
四

年
生
。「
軟
派
」
よ
り
で
「
積
極
的
」
な
性
格
。

三　

調
査
結
果

　

本
章
で
は
、
調
査
結
果
を
個
々
の
語
と
全
体
的
な
使
用
状
況
と
に
分
け
て
、
各
小

説
の
主
要
な
女
学
生
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
関
連
に
注
目
し
な
が
ら
ま
と
め
る
。

調
査
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

三
―
一　

個
々
の
語
の
使
用
状
況

　

今
回
の
調
査
で
は
、
主
要
な
女
学
生
全
員
に
、
何
か
し
ら
の
女
学
生
こ
と
ば
の
使

用
が
認
め
ら
れ
た
。
先
行
研
究
で
女
学
生
こ
と
ば
と
す
る
語
の
使
用
回
数
（
そ
の
語

に
よ
る
文
末
を
含
む
台
詞
）
を
ま
と
め
た
表
一
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
て
よ
」「
だ

わ
」「
の
よ
」「
で
す
わ
」「
ま
す
わ
」「
で
す
の
」「
ま
す
の
」「
こ
と
よ
」
は
、
発
話

者
が
ほ
ぼ
女
学
生
で
あ
る
。
中
に
は
他
者
に
よ
る
使
用
も
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
割
合

を
見
て
み
る
と
非
常
に
少
な
い
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
女
学
生
こ

と
ば
と
見
て
も
良
い
。

　

一
方
「
で
す
よ
」
は
各
作
品
で
他
女
学
生
が
一
度
使
用
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

が
、
そ
の
他
の
人
物
の
発
話
回
数
が
非
常
に
目
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
で

す
ね
」「
ま
す
ね
」「
ま
す
よ
」
に
関
し
て
は
女
学
生
の
発
言
が
全
く
な
く
、
男
性
を

含
む
他
者
の
発
言
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
昭
和
前
期
は「
で
す
よ
」「
で
す
ね
」「
ま

す
ね
」「
ま
す
よ
」
は
女
学
生
こ
と
ば
と
は
言
い
難
い
と
判
断
で
き
る
。

　

次
に
、
表
一
と
、
各
小
説
の
主
要
三
人
の
本
稿
で
認
定
す
る
女
学
生
こ
と
ば
の
出

現
割
合
を
ま
と
め
た
表
二
に
注
目
し
な
が
ら
、
前
述
し
た
女
学
生
こ
と
ば
と
認
め
ら

れ
る
語
と
、
発
話
者
で
あ
る
各
作
品
の
主
要
な
女
学
生
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
関
連

性
を
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、「
て
よ
」
に
注
目
し
た
い
。『
わ
す
れ
な
ぐ
さ
』
で
は
、
今
流
行
に
敏
感
で

お
し
ゃ
れ
を
楽
し
む
「
軟
派
」
の
陽
子
は
比
較
的
「
て
よ
」
を
使
用
し
て
い
る
が
、「
個

人
主
義
」
の
牧
子
は
、ほ
と
ん
ど
使
用
が
見
ら
れ
ず
、勉
強
熱
心
で
真
面
目
な
「
硬
派
」

の
一
枝
に
関
し
て
は
一
切
使
用
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
、『
乙
女
の
港
』
で
は

主
要
な
女
学
生
全
員
が
「
て
よ
」
を
使
用
し
て
い
る
。
特
に
「
軟
派
」
寄
り
の
克
子
、

「
硬
派
」
寄
り
の
洋
子
の
出
現
割
合
は
八
％
近
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
だ
わ
」
は
各
作
品
と
も
皆
使
用
し
て
い
た
。
表
二
で
の
割
合
を
見
て
み
る
と
『
わ

す
れ
な
ぐ
さ
』
の
陽
子
・
一
枝
は
二
％
、
牧
子
に
関
し
て
は
一
％
を
切
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
『
乙
女
の
港
』
で
は
主
要
な
女
学
生
全
員
が
二
％
以
上
で
あ
り
、
三
千

子
に
関
し
て
は
四
％
に
達
し
て
い
る
。
な
お
、
牧
子
と
三
千
子
を
較
べ
る
と
、
牧
子

は
一
％
に
満
た
な
い
の
に
対
し
、
三
千
子
は
四
％
の
出
現
割
合
で
あ
り
、
少
し
差
が

見
ら
れ
る
。

　
「
の
よ
」
は
両
作
品
に
お
い
て
主
要
な
三
人
の
女
学
生
全
員
が
使
用
し
て
お
り
、

特
に
「
硬
派
」
で
あ
る
一
枝
・
洋
子
の
「
の
よ
」
の
出
現
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
「
軟
派
」
寄
り
で
「
積
極
的
」
な
陽
子
・
克
子
も
、「
硬
派
」
の
二
人
に
及
ば
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な
い
な
が
ら
も
、出
現
割
合
は
一
割
を
超
え
て
い
る
。
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
牧
子
、

中
立
し
て
い
る
三
千
子
の
「
の
よ
」
の
出
現
割
合
は
「
硬
派
」「
軟
派
」
よ
り
も
ぐ

ん
と
低
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
三
千
子
の
場
合
、
女
学
生
こ
と
ば
の
中
で
「
の

よ
」
の
出
現
割
合
が
、
彼
女
の
台
詞
の
中
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
ま
す
わ
」に
関
し
て
は
、両
作
品
の
主
要
な
女
学
生
全
員
の
使
用
が
見
ら
れ
た
が
、

特
に
『
わ
す
れ
な
ぐ
さ
』
の
陽
子
の
使
用
が
目
立
っ
て
い
る
。
陽
子
と
同
じ
「
軟
派
」

寄
り
の
克
子
も
、
出
現
割
合
は
低
い
が
『
乙
女
の
港
』
の
主
要
な
女
学
生
の
中
で
は

一
番
高
い
割
合
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
で
す
の
」
の
主
な
使
用
者
は
、
両
作
品
と
も
「
軟
派
」「
硬
派
」
の
ど
ち

ら
に
も
属
さ
な
い
牧
子
・
三
千
子
で
あ
っ
た
。『
わ
す
れ
な
ぐ
さ
』
の
場
合
、
使
用

者
が
牧
子
の
み
で
あ
り
、
牧
子
が
使
用
す
る
女
学
生
こ
と
ば
の
割
合
の
中
で
一
番
を

占
め
て
い
る
。

　
「
こ
と
よ
」
は
各
作
品
の
「
軟
派
」
寄
り
の
陽
子
・
克
子
、「
硬
派
」
寄
り
の
一
枝
・

洋
子
が
使
用
し
て
お
り
、
牧
子
・
三
千
子
は
使
用
し
て
い
な
い
。
出
現
割
合
自
体
は

高
く
な
い
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

　
「
で
す
わ
」
は
各
作
品
で
「
軟
派
」
の
陽
子
・
克
子
、
中
立
し
て
い
る
牧
子
・

三
千
子
の
使
用
が
見
ら
れ
、「
硬
派
」
の
一
枝
・
洋
子
は
使
っ
て
い
な
か
っ
た
。
出

現
割
合
は
各
作
品
で
牧
子
、
克
子
が
高
く
、
こ
の
二
人
に
性
格
上
の
共
通
点
は
見
ら

れ
な
い
。

　
「
ま
す
の
」
を
見
て
み
る
と
、『
わ
す
れ
な
ぐ
さ
』
で
は
牧
子
・
陽
子
が
各
々
使
っ

て
い
る
。
全
体
の
出
現
割
合
は
低
い
。
ま
た
『
乙
女
の
港
』
で
は
女
学
生
で
は
三
千

子
の
み
の
使
用
が
見
ら
れ
た
。
な
お
、
陽
子
と
タ
イ
プ
が
似
て
い
る
克
子
の
使
用
は

な
か
っ
た
。
似
た
位
置
に
属
し
て
い
る
牧
子
・
三
千
子
が
「
ま
す
の
」
を
使
用
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
た
。

三
―
二　

全
体
的
な
出
現
割
合

　

以
下
、
本
稿
で
認
定
す
る
女
学
生
こ
と
ば
の
使
用
回
数
と
出
現
割
合
を
ま
と
め
た

表
三
に
注
目
し
な
が
ら
、
全
体
的
な
使
用
状
況
を
見
て
み
る
。

　
『
わ
す
れ
な
ぐ
さ
』
で
は
、
陽
子
は
三
四
％
、
一
枝
は
三
〇
％
と
全
体
の
三
割
以

上
を
女
学
生
こ
と
ば
独
特
の
語
尾
で
埋
め
て
い
る
。
陽
子
と
一
枝
は「
軟
派
」と「
硬

派
」
の
相
反
す
る
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
が
、
互
い
に
出
現
割
合
が
高
い
こ
と
が

わ
か
る
。
陽
子
・
一
枝
に
比
べ
、「
軟
派
」「
硬
派
」
に
属
さ
な
い
「
個
人
主
義
者
」

で
あ
る
主
人
公
の
牧
子
の
女
学
生
こ
と
ば
の
出
現
割
合
は
二
一
％
と
、
他
の
二
人
よ

り
一
〇
％
以
上
下
回
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
明
ら
か
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
差

が
で
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　
『
乙
女
の
港
』
で
も
、「
硬
派
」
寄
り
の
洋
子
、「
軟
派
」
寄
り
の
克
子
が
共
に

二
六
％
の
出
現
割
合
で
あ
り
、
女
学
生
こ
と
ば
の
使
用
が
目
立
っ
て
い
る
が
、
中
立

し
て
い
る
三
千
子
は
一
八
％
と
出
現
割
合
が
ぐ
っ
と
下
が
っ
て
お
り
、『
わ
す
れ
な

ぐ
さ
』
と
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　

中
村
桃
子
氏
は
、明
治
二
一
年
に
書
か
れ
た
三
宅
花
圃
の
『
藪
の
鶯
』
で
、「
て
よ
」

「
だ
わ
」「
の
よ
」
と
い
っ
た
女
学
生
こ
と
ば
は
「
軽
薄
な
女
子
学
生
」
が
使
っ
て
お

り
、「
規
範
的
女
子
学
生
」
つ
ま
り
今
回
で
言
う
「
硬
派
」
に
近
い
女
学
生
は
使
用

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
今
回
の
調
査
で
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
女
学
生
に
よ
る
女
学
生
こ
と
ば
の
使
用
が
増
え
て
お
り
、
む
し
ろ
「
規
範

的
女
学
生
」
に
近
い
「
硬
派
」
の
女
学
生
こ
と
ば
の
使
用
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　

三
千
子
の
出
現
割
合
が
、
他
の
二
人
に
比
べ
下
が
る
の
は
、
三
千
子
が
ま
だ
女
学

校
一
年
生
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
三
千
子
に
近
い
位
置
に
い
る
牧
子
も
他

二
人
よ
り
出
現
割
合
が
減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
極
端
で
は
な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
つ

ま
り
「
硬
派
」「
軟
派
」
に
属
さ
な
い
い
わ
ば
中
間
の
立
場
に
い
る
女
学
生
は
、
女
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学
生
こ
と
ば
を
多
く
は
使
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
女
学
生
こ
と
ば
の
使
用
の
差
が
見
ら
れ
た
。

四　

ま
と
め

　

今
回
の
調
査
で
は
、先
行
研
究
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
女
学
生
こ
と
ば
」
の
う
ち
、

「
て
よ
」「
だ
わ
」「
の
よ
」「
で
す
わ
」「
ま
す
わ
」「
で
す
の
」「
ま
す
の
」「
こ
と
よ
」は
、

表
一
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
女
学
生
達
の
使
用
回
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
昭
和
初

期
の
女
学
生
こ
と
ば
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
で
す
よ
」「
で
す
ね
」

「
ま
す
ね
」「
ま
す
よ
」
に
関
し
て
は
、
中
に
は
女
学
生
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
も
の

の
、
男
性
を
含
む
他
の
人
物
の
発
言
が
目
立
つ
た
め
、
昭
和
初
期
の
女
学
生
こ
と
ば

と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
今
回
の
調
査
は
、
女
学
生
こ
と
ば
の
文
末
に
立
つ
諸
形
式
と
、
そ
の
発
話
者

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
関
連
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
掲
げ
た
。
結
果
と
し
て

個
々
の
語
の
使
用
状
況
で
も
、
全
体
的
な
出
現
割
合
で
も
、
女
学
生
こ
と
ば
の
文
末

詞
と
そ
の
発
話
者
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
関
連
が
見
ら
れ
た
。

　

特
に
個
々
の
語
で
は
、
表
二
か
ら
「
だ
わ
」
の
様
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
関
係
な
く

女
学
生
が
好
ん
で
使
用
す
る
文
末
形
式
、「
ま
す
わ
」
と
い
っ
た
「
軟
派
」
が
好
む

文
末
形
式
、「
の
よ
」「
こ
と
よ
」
と
い
っ
た
「
軟
派
」「
硬
派
」
が
好
む
文
末
形
式
、「
で

す
の
」「
ま
す
の
」
と
い
っ
た
中
立
し
て
い
る
女
学
生
が
好
む
文
末
形
式
、「
で
す
わ
」

と
い
っ
た
「
軟
派
」
と
中
立
し
て
い
る
女
学
生
が
好
む
文
末
形
式
と
、
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
に
よ
っ
て
積
極
的
に
使
用
す
る
語
と
そ
う
で
な
い
語
の
傾
向
が
表
れ
た
。「
て
よ
」

に
関
し
て
は
両
作
品
の
間
に
傾
向
の
違
い
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
語
は
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
上
記
の
様
な
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　

全
体
的
な
出
現
割
合
に
関
し
て
も
、
各
作
品
で
「
軟
派
」
寄
り
で
あ
る
陽
子
・
克

子
、「
硬
派
」
寄
り
で
あ
る
一
枝
・
洋
子
の
女
学
生
こ
と
ば
の
出
現
割
合
が
全
体
の

三
割
近
く
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、「
軟
派
」「
硬
派
」
に
属
さ
な
い
中
立
的
な
牧
子

と
三
千
子
は
二
割
程
度
と
な
っ
て
お
り
、「
軟
派
」「
硬
派
」
と
中
立
す
る
女
学
生
の

間
に
約
一
割
の
差
が
見
ら
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、女
学
生
の
中
で
も
特
に
「
軟
派
」「
硬

派
」
が
女
学
生
こ
と
ば
を
よ
り
好
ん
で
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

先
行
研
究
で
は
、「
硬
派
」
に
近
い
「
規
範
的
女
子
学
生
」
は
女
学
生
こ
と
ば
を

使
用
し
な
い
事
が
言
及
さ
れ
て
い
た
が
、
本
稿
の
調
査
で
は
む
し
ろ
「
硬
派
」
の
女

学
生
こ
と
ば
の
積
極
的
な
使
用
が
見
ら
れ
、
先
行
研
究
と
の
差
異
が
見
ら
れ
た
。
こ

の
究
明
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

調
査
資
料

吉
屋
信
子
『
わ
す
れ
な
ぐ
さ
』（ 

河
出
書
房
新
社　

二
〇
一
〇
）

川
端
康
成
『
川
端
康
成
全
集　

第
二
十
巻
』（
新
潮
社　

一
九
八
一
）

参
考
文
献

中
村
桃
子
『「
女
こ
と
ば
」
は
つ
く
ら
れ
る
』（
ひ
つ
じ
書
房　

二
〇
〇
七
）

本
田
和
子
『
女
学
生
の
系
譜
―
彩
色
さ
れ
る
明
治
』（
青
土
社　

一
九
九
〇
）

稲
垣
恭
子
『
女
学
校
と
女
学
生
―
教
養
・
た
し
な
み
・
モ
ダ
ン
文
化
』（
中
公
新
書　

二
〇
〇
七
）
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表一　女学生ことば（先行研究に基づく認定）使用回数

表二　各小説主要三人の女学生ことば（本稿で認定する）の出現割合

注　使用回数とは、その語による文末を含む台詞数。

表三　全体の女学生ことば（本稿で認定する）の使用回数・出現割合


